
- 1 - 

 

日中一時支援事業実績について 

（平成 21 年度～平成 22 年度比較） 

１．実人数比較（事業所別） 

①障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

極端なピークは見

られず、全体の実人

数もほぼ横ばいで

ある。 

極端なピークは

見られないが、全

体の実人数は増

加傾向にある。 

資料３参考 



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さくらが者全体の５割弱を占めている。 
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②障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

８月と３月に

ピークが見ら

れる。 

平成 21年度と同

時期にピークが

見られるが、全

体の実人数も増

加傾向にある。 
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・さくらが児全体の約８割を占めている。 

・平成 21 年度と平成 22 年度を比較すると、ピュアハウスが０％から５％へ増加していることが 

挙げられる。 
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２．延べ利用回数（事業所別）比較 

①障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

３月にピークが

見られる。 

極端なピークは見

られないが、合計

回数は毎月 300回

以上である。 
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・さくらとピュアハウスそれぞれが、者全体の約４割を占めている。 

・平成 21 年度と平成 22 年度を比較すると、いからし工房が３％から 10％へ増加していることが 

挙げられる。 
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②障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

８月と３月にピー

クが見られる。 

８月と３月にピー

クがみられる。ま

た、全体として増加

傾向にある。 
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・さくらが児全体の９割を占めている。 

・平成 21 年度と平成 22 年度を比較すると、いからし工房が０％から１％、ピュアハウスが０％ 

から２％へ増加していることが挙げられる。 
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３．延べ利用回数（時間別）比較 

①障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

３月にピークが見られ

る。また、合計回数は

ほぼ毎月 300 回以上で

ある。 

６月にピークが見られ

る。また、合計回数は

ほぼ毎月 350 回以上で

ある。 
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②障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

８月にピークが見ら

れる。 

４時間以上８時間未満の

回数が多く、８月にピーク

が見られる。また、全体と

して増加傾向にある。 


